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あしなが育英会を通して
震災孤児のこどもたちへお菓子を届ける

「おかしでえがおのプロジェクト」発足！

　 

　「せんだいＥ-Ａction２０１３実行委員会」では、電力使用量が増加す
る冬期の対策として「伊達な節電所キャンペーン」サイトを開設し、楽し
みながら節電に取り組めるキャンペーンを実施しております。
　「節電所」とは、ひとり一人が節電して使わなかった電力を蓄積する
ことで、あたかも新しい発電所を造ったように見せる仕組みです。
　電力会社から届く12月・1月・2月分の「電気ご使用量のお知らせ」で
昨年同月より節電できたことが確認
できたら、郵送またはホームページ等
から投稿してください。毎月抽選でコ
カ・コーラ社提供の「やさしい軟水ア
クアボナ」２ℓPET×6本セットが当た
ります。
　さらに、3か月すべて投稿していた
だいた方の中から抽選でLEDランタ
ンをプレゼントします。

参加方法など詳しくは
環境ウェブサイト「たまきさん」
http://www.tamaki3.jp/を
ご覧ください。

メガソーラー級の節電所を目指し、
いざ、投稿じゃ！
伊達な節電所キャンペーン冬の陣 実施中

キャンペーンについてのお問い合わせは
「仙台市環境都市推進課」　TEL 022-214-0007

　プロジェクトに参画いただいた病院・
施設の明治商品購入額の一部をmeijiの
お菓子にかえて「あしなが育英会　レイ
ンボーハウス」の震災孤児に届けるプロ
ジェクトがスタート。
　震災孤児のこどもたちが笑顔になるよ
う、おかしに思いをのせて届けていきま

平成25年度
復興大学公開講座
　復興大学復興人材育成教育コースで
は、“復興への思いここに、集結。”をテー
マに平成26年1月25日(土）、2月8日
(土）、15日(土)、22日(土）の4週にわたり 

「平成25年度復興大学公開講座」を開
催します。受講料無料、どなたでも参加で
きる講座です。ともに復興について考え
てみませんか？ぜひお申し込みください。
　申込方法など詳しくは本誌1ページの
広告、またはホームページをご覧くださ
い。

復興大学 復興人材育成教育コース
（東北大学 教育・学生支援部 教務課教務係）
〒980-8576 仙台市青葉区川内41
TEL 022-795-4933 FAX 022-795-7555
E-mail kokai-koza@fukkou-daigaku-jinzai.jp
URL http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

沿岸で栽培している綿花の茎を
笹かまぼこのパッケージに使用
　津波被害により稲作ができなくなった農地で綿をつくる取組み「東北
コットンプロジェクト」の一環として、笹かまぼこの製造・販売をしている
阿部蒲鉾店が、その栽培した綿花の茎を使用した個包装パッケージを
主力商品である笹かまぼこ「厚焼笹」に採用。11月から使用を開始しま
した。
　東北コットンプロジェクトではこれまで、綿花部分を使って衣料製品を
主に作っていましたが、「厚焼笹」のパッケージでは綿花採取では使用
していなかった茎を再利用。資源の有効活用や継続的な支援活動であ
りながら、素朴で温かみのある風合いのパッケージになりました。

『厚焼笹（あつやきささ）』
魚本来の「旨み」を職人の技で引き出
して、「弾力」「香り」を堪能できる上
質な笹かまぼこ。
内容量：60g　価格：220円（税込）

【株式会社阿部蒲鉾店】 
http://www.abekama.co.jp

【東北コットンプロジェクト】 
http://www.tohokucotton.com

ふるさとに支援のメッセージを！
「ふるさと復興支援･グループ釜南44」が
今年も音楽会を開催します。
　旧釜石南高校44回生が、“3.11の津
波の影響を大きく受けたふるさと釜石の
ために何かを！”という思いで始めた音楽
会も今回で3回目。これまでの鎮魂、祈り
のメッセージに加え、復活を力強くアピー
ルするために二部構成で開催します。
　出演は、ウクライナ生まれで1986年
チェルノブイリ原発爆発事故のため、故
郷を離れ、現在は日本で音楽活動をして
いるナターシャ･グジー。収益金は釜石市
に復興支援として寄付します。是非お越
しください。
■日時／２０１４年２月２３日（日）１４時から
■場所／太白区文化センター

［公演内容］
第一部　　加茂綱村太鼓による演奏　釜石大神楽　虎舞
第二部 ナターシャ･グジーコンサート
■料金／3000円
■お申込み・お問合せ
　電話 022-295-7414（はせべ） 携帯 090-5833-0999（かただ）
■チケット取扱い先／仙台三越、藤崎
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あしなが育英会を通して
震災孤児のこどもたちへお菓子を届ける

「おかしでえがおのプロジェクト」発足！

　 

　「せんだいＥ-Ａction２０１３実行委員会」では、電力使用量が増加す
る冬期の対策として「伊達な節電所キャンペーン」サイトを開設し、楽し
みながら節電に取り組めるキャンペーンを実施しております。
　「節電所」とは、ひとり一人が節電して使わなかった電力を蓄積する
ことで、あたかも新しい発電所を造ったように見せる仕組みです。
　電力会社から届く12月・1月・2月分の「電気ご使用量のお知らせ」で
昨年同月より節電できたことが確認
できたら、郵送またはホームページ等
から投稿してください。毎月抽選でコ
カ・コーラ社提供の「やさしい軟水ア
クアボナ」２ℓPET×6本セットが当た
ります。
　さらに、3か月すべて投稿していた
だいた方の中から抽選でLEDランタ
ンをプレゼントします。

参加方法など詳しくは
環境ウェブサイト「たまきさん」
http://www.tamaki3.jp/を
ご覧ください。

メガソーラー級の節電所を目指し、
いざ、投稿じゃ！
伊達な節電所キャンペーン冬の陣 実施中

キャンペーンについてのお問い合わせは
「仙台市環境都市推進課」　TEL 022-214-0007

　プロジェクトに参画いただいた病院・
施設の明治商品購入額の一部をmeijiの
お菓子にかえて「あしなが育英会　レイ
ンボーハウス」の震災孤児に届けるプロ
ジェクトがスタート。
　震災孤児のこどもたちが笑顔になるよ
う、おかしに思いをのせて届けていきま

平成25年度
復興大学公開講座
　復興大学復興人材育成教育コース
では、“復興への思いここに、集結。”を
テーマに平成26年1月25日(土）、2月
8日(土）、15日(土)、22日(土）の4週に
わたり 「平成25年度復興大学公開講
座」を開催します。受講料無料、どなた
でも参加できる講座です。ともに復興に
ついて考えてみませんか？ぜひお申し
込みください。
　申込方法など詳しくはホームページ
をご覧ください。

復興大学 復興人材育成教育コース
（東北大学 教育・学生支援部 教務課教務係）
〒980-8576 仙台市青葉区川内41
TEL 022-795-4933 FAX 022-795-7555
E-mail kokai-koza@fukkou-daigaku-jinzai.jp
URL http://www.fukkou-daigaku-jinzai.jp/extension/

鎮魂と復興の願いを込めて、
四国八十八カ所霊場めぐりが仙台へ。
京都・真言宗総本山 東寺  お砂踏みin仙台
　弘法大師空海が開創したと伝えられる四国八十八カ所めぐり（お遍
路）。八十八カ所の各寺院から持ち寄られた砂を踏み、それぞれのお寺
のご本尊が描かれた掛け軸に手を合わせる事によって直接出向かずに
参拝出来るのが『お砂踏み』です。世界遺産・東寺では毎月21日の弘法
大師・空海の命日に『お砂踏み』を行っています。今回、Kappoに掲載し
た記事をきっかけに、東寺とのご縁が
生まれ、ともにプロジェクト主催のイベ
ントとして、被災地仙台で『東寺のお砂
踏み』を開催する運びとなりました。鎮
魂と復興の願いを込めたこの催事にぜ
ひ足をお運びください。仏版画家の観
瀾斎特別作品展も同時開催します。

（特別協賛：伝承千年の宿　佐勘）

ふるさとに支援のメッセージを！
「ふるさと復興支援･グループ釜南44」が
今年も音楽会を開催します。
　旧釜石南高校44回生が、“3.11の津
波の影響を大きく受けたふるさと釜石の
ために何かを！”という思いで始めた音楽
会も今回で3回目。これまでの鎮魂、祈り
のメッセージに加え、復活を力強くアピー
ルするために二部校正で開催します。
　出演は、ウクライナ生まれで1986年
チェルノブイリ原発爆発事故のため、故
郷を離れ、現在は日本で音楽活動をして
いるナターシャ･グジー。収益金は釜石市
に復興支援として寄付します。是非お越し
ください。

■日時／２０１４年２月２３日（日）１４時から
■場所／太白区文化センター

［公演内容］　第一部　加茂綱村太鼓による演奏　釜石大神楽　虎舞
　　　　　　 第二部　ナターシャ･グジーコンサート
■料金／3000円
■お申込み・お問合せ
　電話 022-295-7414（はせべ） 携帯 090-5833-0999（かただ）

会　期：2014年4月2日（水）～８日（火）
　　　  10：00～18：00（8日（火）は15：00最終入場）
場　所：藤崎本館7階 催事場
※入場料および前売券の発売場所、日程、金額等は下記までお問い合
　せください。
問合せ：Kappo編集部　022-211-0989
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ともにPROJECT主催

京都から届けられる祈りの春  お遍路in仙台
「世界遺産・東寺お砂踏み～
四国八十八ケ所めぐり～」、藤崎で開催
　弘法大師空海が開創したと伝えられる
四国八十八ケ所めぐり（お遍路）。八十八
ケ所の各寺院から持ち寄られた砂を踏
み、それぞれのお寺のご本尊が描かれた
掛け軸に手を合わせることによって直接
出向かずに参拝出来るのが『お砂踏み』
です。世界遺産・東寺では毎月21日の弘
法大師・空海の命日に『お砂踏み』を行っ
ています。今回、Kappoに掲載した記事をきっかけに東寺とのご縁が生まれ、
ユーメディアグループともにPROJECT主催のイベントとして、被災地仙台で

『東寺のお砂踏み』を開催する運びとなりました。鎮魂と復興の願いを込め
たこの催事にぜひ足をお運びください。（特別協賛：伝承千年の宿　佐勘）

【日　時】2014年4月2日（水）～8日（火） 10：00～19：00
　　　　（入場は閉場の1時間前まで）※4月8日（火）は15：00最終入場
　　　  （入場時間指定　①10：00～12：00 　②12：00～14：00
　　　　③14：00～16：00　④16：00～18：00）
　　　　※当日は混雑の状況により、入場制限をさていただく場合がござい
　　　　　ます。

【会　場】藤崎本館7階 催事場（仙台市青葉区一番町3丁目2-17）
【料　金】前売1,500円、当日1,800円

中学生以下無料。藤崎のカード会員の方はご優待価格で販売いたします。
※当日券の販売については当日会場にてご確認ください。

【チケット】チケットぴあにて3月8日（土）10:00～より一般販売開始　
　　　　Pコード：626-076
　　　  〈インターネット〉http://pia.jp/t　〈電話〉0570-02-9999　
　　　　チケットぴあ　TEL :0570-02-9111
          （24時間受付／オペレーター対応は10：00～18：00）

【主　催】ユーメディアグループ ともにPROJECT
　　　　「世界遺産・東寺お砂踏み～四国八十八ケ所めぐり～」実行委員会 

【問合せ】事務局（Kappo編集部）　022-211-0989
  
同時開催！ 空海三大霊場で作品展を開催
観瀾斎作品展「ありがとう　おかげさま」

【日　時】4月2日（水）～8日（火）　10：00～19：00
       　 （8日火曜は15：30最終入場）

【会　場】藤崎本館7階 催事場
           （仙台市青葉区一番町3丁目2-17）

【料　金】入場無料
【主　催】ユーメディアグループ ともにPROJECT
【問合せ】022-211-0989（Kappo編集部）

観瀾斎（かんらんさい）
1946年 京都府生まれ。仏版画家。空海三大霊場である東寺・金剛峯寺・善
通寺などで作品展を開催。東寺では８年連続での開催となる。画集『四国霊
場88カ所奉納経帳』の他、版画絵本『観瀾斎の千の風に』を出版。全国書
店・ニューヨークにて同時発売。 http://www.kanransai.com/

震災遺児・孤児にお菓子を届ける
「おかしでえがおのプロジェクト」

　プロジェクトに参画いただいた病院・施設の
明治購入額の一部をmeiji のお菓子にかえて
震災遺児・孤児へ届ける「おかしでえがおのプ
ロジェクト」。
　去年のクリスマスにはあしなが育英会を通
して、仙台、石巻、陸前高田などの100人のこ
どもたちへお菓子のプレゼントを届けました。
今後も支援を継続予定、詳細はmachicoを
チェック！

ラジオ3が3.11特別番組を3時間生放送。
「震災から節目の3年、これまでとこれから」
　仙台のコミュニティFM「ラジオ3」
FM76.2が、3月11日（火）13時～16時
に特別番組「震災から節目の3年、これま
でとこれから」を放送します。被災地の地
元ラジオ局であるラジオ3がこれまでお
会いしてきた仮設住宅自治会長や沿岸
部で再興した企業の方、僧侶、現在も支援活動をしている市民、被災
者と向き合う行政の方などたくさんの方々に改めてマイクを向け、これ
までの3年間の想いとこれからの希望や未来へ伝えたい言葉を伺いま
す。パーソナリティによる語り部タクシーの乗車レポートなどもあり、地
元ラジオ局が地元市民へ向けた3年目のメッセージとなっています。

ラジオ3　3.11特別番組
「震災から節目の3年、これまでとこれから」周波数：FM76.2　
放送：3月11日（火）13時～16時（ラジオ3土樋スタジオから生放送）
※この番組はインターネット経由で同時放送します（サイマルラジオ）。
スマートフォンなどでも聴取可能。
http://www.radio3.jp　762@radio3.jp

去年のプレゼントの様子
左：株式会社明治
    東北支社  古澤部長
右：あしなが育英会
　 東北事務所  林田所長

世界中から集まったこどもたちの絵を
BiVi仙台駅東口で展示予定

　BiVi仙台駅東口を運営する大和リース㈱は、同社が運営する商業施
設で行う社会貢献・地域貢献活動である「スマイルアクション」の一環と
して、3.11復興支援イベントの「Action3」を3月9日に開催します。
　 今 年で３回目となる同イベントでは、被 災 地の農 家の方々に
よるお花などの販売を行うほか、せんだいタウン情報machico
「ForChildrenByChildren」で集まった世界中の子どもたちの絵を展
示予定です。（展示期間：3月5日から11日まで）
　是非、足を運んでみてください！
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私たちユーメディアグループは、地域とともに歩んできた企業としての
役目を果たすべく『ともにPROJECT”ACTIONみやぎ”」という地域
復興支援活動を展開しています。

株式会社ユーメディア／株式会社プレスアート／株式会社仙台シティエフエム

v o l u m e

　佐藤家は代々真言宗を信仰してまいりました。江戸時代に発生した火災
によって、主屋や長屋、湯坪などを焼失してしまい、主君である伊達様から
いただいたものを失って、当時の当主勘三郎は大変責任を感じておりまし
た。勘三郎は往復48日間をかけ紀州・高野山に赴き、再度火難に遭わぬよ
うにご祈願。奥の院にある「貧女の一灯」から火縄に移して火を持ち帰って
まいりました。お大師様が入定された高野山から預かってきた火を佐勘で
は「家宝の聖火」として一日も絶やすことなく守り続けており、その聖火は
いまも主屋にございます。高野山とはその後もご縁があり、先祖代々高野
山持明院に分骨していることもあって、深く長いお付き合いをさせていた
だいております。
　また、私が若女将をしていた30年前には、真言宗御室派の仁和寺のご
門跡である立部瑞祐さんが４日間ほどお泊りになったことがありました。そ
の間、仏様の話や仁和寺の歴史など、さまざまなことを教えていただいた
のですが、お帰りになってひと月経った頃に立部さんが書を送ってください
ました。書には「無声呼人」とあり、意味はよく分からないものの、私にとっ
て大切な言葉になりました。日々の仕事の中で、言葉の意味を思案してい
たのですが、旅館業の立場で言うと、接客には本来コミュニケーションが必

要ですから、「無声」という部分が腑に落ちませんでした。ですが、考えて
いくうちに、お客様のお気持ちを察するためには私どもの心のありようこそ
が大切なのではないか、と気づかされたんです。それは表面的な会話によ
るコミュニケーションではなく、心からお客様をおもてなししているのか、お
客様の声なき声に耳を傾けているのか、というサービスの本質をとらえた
言葉でした。以来、この言葉は私どもにとって大いなる道標となり、「無声
呼人」の書は１階大浴場の上り口に掲げられ、佐勘が守り続けるべき大切
な思いのひとつとなりました。
　今回ご縁があり、空海三大霊場のひとつで、真言宗総本山である東寺の
イベントに協賛させていただくことになりました。東寺は何度もお参りさせ
ていただいている好きなお寺ですし、今回のお砂踏みにも興味を持ってい
ます。人も企業も、忙しくなったり、大きくなったりすると、物質的な話が中
心になり、精神面がおろそかになってしまいます。今回のお砂踏みイベント
が、自らの心の裡を見つめ直す機会になればと考えております。

4月2日から8日まで藤崎本館7階催事場で開催される「世界遺
産・東寺お砂踏み～四国八十八ヶ所めぐり～」に特別協賛する『伝
承千年の宿　佐勘』。女将として33代目を支えた代表取締役会
長佐藤潤さんに真言宗と佐勘の関係についてお話をうかがった。

佐勘が守り続けるもの ～真言宗と佐勘～　

檜の香り漂う名取の御湯。
名取川も眺められる。

日本三御湯のひとつとしても数えられ、
古くから全国的に名を知られていた。

佐勘が守り続ける「家宝の聖火」。
今は主屋で灯を灯す。

花月館１階の大浴場に掲げられる
「無声呼人」の書。

（株）ホテル佐勘代表取締役会長
佐藤潤さん。

伝承千年の宿　佐勘
仙台市太白区秋保町湯元字薬師28
022-398-2233
宿泊料金／1泊2食付平日18,000円～（税別・平日2名利用1名料金）
客室数／173室
アクセス／東北自動車道仙台南ICより約10分
www.sakan-net.co.jp

みちしるべ

うち
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「世界遺産・東寺お砂踏み」の情報はP55をご参照ください。

ともにPROJECT主催イベント「世界遺産 東寺お砂踏み」
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私たちユーメディアグループは、地域とともに歩んできた企業としての
役目を果たすべく『ともにPROJECT”ACTIONみやぎ”」という地域
復興支援活動を展開しています。

株式会社ユーメディア／株式会社プレスアート／株式会社仙台シティエフエム

v o l u m e

　自分のからだやこころのこ
と・・・誰でも気軽に相談できる
場と時間・・・
　人が集まりやすい「まち」の
中で定期的に開催しています！
　宮城県看護協会では、平成
24年9月から石巻市のイオン
モール石巻で月2回、25年10月からは、渡波地区のイオンスーパー石
巻東店でも月1回開催し、東日本大震災により被災された県民の方が、
気軽に立ち寄り自分の健康のことを振り返る、お手伝いをさせていた
だいております。
　相談員は保健師や看護師。来所されたみなさんは、血圧や血管年
齢、肌年齢等の測定を行いながら、一息ついて、明日への元気を取り戻
しています。
是非みなさん、気軽にお立ち寄り下さい。
詳しくは、宮城県看護協会ホームページ
http://www.miyagi-kango.or.jp/general/healthroom.html

被災者の元気を応援します！　
「石巻まちの保健室」　

藤崎本館が祈りの空間に。ともにPROJECT主催
「世界遺産・東寺お砂踏み」「仏画家 観瀾斎作品展」報告　

　震災直後に中東のカタール国から贈られた1億米ドル（当時の換算で約80
億円）の義援金により、2012年に「カタールフレンド基金」が設立されまし
た。サンマの産地、宮城県女川町に大規模な多機能水産加工施設「マスカー」
が建設されたのをはじめ、「子どもたちの教育」「健康」「水産業」の3分野か
ら9つの持続可能なプロジェクトが選考され、助成が決定しています。
　今年は宮城県で、子どもたちに夢や目標を与える教育プロジェクトが複数始
動します。東北大学では、小学生を対象に、学校では体験できない科学体験の
場を提供する「カタールサイエンスキャンパス」がスタート。東北から日本の未
来を担う子どもたちを育てようと、様々なプログラムが準備されています。
　そのほかにも、今夏は仮設住宅で
育てた新鮮な「三陸野菜」の初出荷
や、気仙沼で生簀を活用した新たな漁
業事業の始動なども相次ぐ予定です。
各活動の詳細はHPをご覧ください。
カタールフレンド基金　
http://www.qatarfriendshipfund.
org/jp/
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「カタールサイエンスキャンパス」イメージ

「カタールフレンド基金」による
教育プロジェクト　

　去る4月2日～8日に藤崎本館7階催
事場で開催された『世界遺産・東寺お砂
踏み』と『仏画家・観瀾斎作品展』。被災
地での心の復興の一助となれればと、と
もにPROJECTが主催したもので、期
間中約2000名の方が訪れました。東寺
お砂踏みは四国八十八ヵ寺の砂と本尊
が描かれた掛軸を参拝することで、実際にお遍路をまわったのと同じご利
益が得られるというもので、「なかなか四国は回れないから」というご年配
の方や、家族の健康を祈願する方、震災で亡くなった方の供養を願う方な
ど、たくさんの方々がそれぞれに祈りを捧げました。京都・東寺から僧侶が
来仙し、塗香と洒水加持ののち、弘法大師像に一礼をし、一番札所から参
拝をはじめるという流れで行われ、高野山まで回られた方には「成満証」が

手渡されました。会期初日には東寺執事長・森泰長さんによる被災地の復興
を願う祈願も行われました。同時開催した観瀾斎作品展では、震災後に描か
れ二本松市役所に寄贈された「阿吽の双龍」や、木版画としては世界最大
と言われる「百観音」など、全部で42点もの仏画や仏版画を展示されまし
た。「思わず涙した」「希望観音に一目惚れしました」などの声が聞かれ、親
しみやすい仏画が観る者に癒しの時間を与えました。

僧侶5名による復興祈願の様子

「東北の人は祈りの姿が美しい」と松﨑僧侶 観瀾斎作「阿吽の双龍」
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私たちユーメディアグループは、地域とともに歩んできた企業としての
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　おいしいお菓子でおなじみのmeijiが、病院や施設
の力を借りて2013年に始めた復興支援「おかしでえ
がおのプロジェクト」。2014年5月には、およそ140人もの子どもたちに、あ
しなが育英会を通してお菓子の詰め合わせがプレゼントされました。
　子どもの心のケアを行う施設「レインボーハウス」に集まった子どもたち

は、たくさんのお菓子に笑顔を輝かせたこと
でしょう。
　せんだいタウン情報サイトmachicoでは、
プレゼントレポートや参画病院・施設もご紹介
しています。ぜひチェックしてくださいね。

子どもの日、
震災遺児・孤児たちへ
お菓子と笑顔をプレゼント　 　ラジオ3が参画して震災復興応援活動を行っている「仙台沿岸部まちづ

くり協議会」が、仙台市宮城野区中野小学校の運動会の開催に協力するこ
とになりました。
　仙台市宮城野区中野地区は震災の津波被災でほぼ全戸が移転を余儀な
くされ、同地区の連携の中心であった中野小学校も閉校が決まりました。そ
こでみんなが離れ離れになる前に中野地区での最後の絆づくりの機会とし
て中野小学校の運動会を開催することになりました。同時に地域の愛読書
として親しまれていた地域誌「わたしたちの中野」の復刻版の制作・配布を
行うことになりました。ラジオ3ではこ
の企画立案から運営、ディレクションま
で、住民の皆さんの後押しをする裏方
として一緒に活動していきます。運動
会は6月7日（土）に中野栄小学校校庭
で開催予定、「わたしたちの中野」復刻
版は後日配布する予定です。
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解体前の中野小学校全景

株式会社明治とあしなが育英会のみなさん

住民参加型の中野小学校運動会の開催に
ラジオ3がサポート　

　東日本大震災から3年。南三陸町は、名物グルメ「南三陸キラキラ丼」、町
中に点在（？）するモアイスポット、復興商店街、漁業体験レジャーなどよくば
りに楽しめる「宝の町」へと賑わいと活気を取り戻しました。
　現在、仙台市営地下鉄など仙台市近郊約500カ所でガイドブック「トレ
ジャータウン南三陸Supported by S-style」を無料配布中です。せんだ
いタウン情報S-styleが全面サポートし、仙台から車で約100分の「宝の
町」南三陸町の魅力を余すことなくお伝えしています。穴場スポットやグル
メ情報はもちろん、トレジャー気分で楽しめる日帰りルートをご紹介している
ので気軽に足を運んでみよう！もちろんお得に遊べるクーポン付です。

　東北の心の復興を願い、東日本大震災によって倒壊した
神社仏閣の再建に売り上げの一部を寄付する「福を呼ぶ 
四季みくじ」「祈りの風」の販売を開始しました。
『福を呼ぶ 四季みくじ』　日本の心を伝える美しい言の葉
に遊び感覚で触れながら、日本の文化を学び、心癒される
という新しいタイプのオラクルカード。お家で楽しむデイ
リーおみくじで、さまざまな吉が皆様の毎日を楽しく彩って
くれるでしょう。販売価格￥3,456（税込）
『祈りの風』　岩手、宮城、福島3県のまちをイメージして
調香。天然成分にこだわり、職人が一本一本心を込めてつ
くったお香です。自分のために、大切な人を思って、祈りの
火をお灯し下さい。販売価格￥1,284（税込）

 Supported by S-style

「トレジャータウン南三陸」へ、ＧＯ！　
Webサイト
「せんだいタウン情報 machico」

マチコが見つけたいいもの市場
「マチモール」で心の復興支援を　

南三陸町観光協会公式ウェブサイト
http://www.m-kankou.jp/

公式Facebook 公式LINE 公式Twitter

南三陸町観光協会

仙台　マチコ

検索検索

検索検索

福を呼ぶ 四季みくじ

祈りの風
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マチコが見つけたいいもの市場
「マチモール」で心の復興支援を。　

　「せんだいＥ-Ａction実行委員会」では、ご家庭や事業所で昨年同時期に比
べて削減した「電気使用量」を投稿いただく「伊達な節電所キャンペーン」を7
月1日から実施します。
　「節電所」とは、ひとり一人が節電して使わなかった電力を蓄積することで、
あたかも新しい発電所を造ったのと同じ効果を上げようという取り組みです。
　電力会社から届く7月～H27.2月分の「電気ご使用量のお知らせ」で昨年同
月より節電できたことが確認できたら、郵送またはホームページ等から投稿して
ください。家庭部門では毎月抽選で省エネグッズをプレゼントします。
　あわせて、「節電川柳」と「節電知恵袋」の投稿も募集
しております。こちらも郵送またはホームページ等から投
稿してください。優秀作品には記念品をプレゼントいたし
ます。参加方法など詳しくは、環境ウェブサイト「たまきさ
ん」http://www.tamaki3.jp/をご覧ください。

仙台七夕おまつり広場
会場：勾当台公園市民広場（伊達美味・ステージエリア）、円形公園（織姫・

七夕伝承エリア）、つなぎ横丁（縁日・七夕おどり）、定禅寺通りグ
リーンベルト（カフェ・イルミネーションエリア）

日時：8/6（水）～8/8（金） １１時～２１時
※伊達美味エリア、カフェ・イルミネーションエリアは8/5（火）１６時～
仙台七夕まつり公式サイト
http://www.sendaitanabata.com
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家庭も！企業も！メガソーラー級の「節電所」を目指して、いざ投稿じゃ！

「伊達な節電所キャンペーン」はじまります。　

　伝統・歴史からグルメ、アートまで。仙台七夕の魅力をいろいろな角度から
満喫できるのが「仙台七夕おまつり広場」です。仙台ゆかりのうまいもの「伊
達美味」を始め、復興をとげて元気に頑張るお店による仙台・宮城の食材を
使った屋台がずらりと並ぶ他、今年はサッポロビールの特設ビアガーデンが
登場します。仙台・宮城の芸能やスポーツなどのパフォーマンスを見ながら
ゆっくりとお酒と食事をお楽しみください。
　また、円形公園の織姫像前広場を会場にしたアートプロジェクトでは様々
なアーティストのパフォーマンスや参加型のワークショップを開催します。子
供から大人まで参加できる七夕伝承エリアでは、七夕祭りの伝統である紙
と竹を使った“七つ飾り”“願い短
冊”等を体験できるコーナーもご
用意しております。
　夏の日差しと歩き疲れた体を癒
したくなったら定禅寺通りグリーン
ベルトのカフェがおすすめ。カフェ

笹かざりを満喫したら、七夕の伝統に触れながら、ほっとひと息。
仙台七夕おまつり広場は、楽しいイベントが盛りだくさん！！
　 からつながる緑道では懐かし「仙台七

夕の写真展」や「歴代仙台七夕ポス
ター展」を開催。夜には竹のアーチと
LEDイルミネーションによる幻想的な
「天の川」の演出や復興の願いをこめ
たキャンドルアートもあります。
　夜のもう一つの楽しみは市民参加に
よる「七夕おどり」です。伊達男も女も
浴衣で参加して踊りましょう！！！みなさんのお越しをお待ちしております。

キャンペーンについてのお問い合わせは
「仙台市環境都市推進課」　TEL 022-214-0007

　東北の心の復興を願い、東日本大震災によって倒壊した
神社仏閣の再建に売り上げの一部を寄付する「福を呼ぶ 四
季みくじ」「祈りの風」の販売を開始しました。
『福を呼ぶ 四季みくじ』　日本の心を伝える美しい言の葉に
遊び感覚で触れながら、日本の文化を学び、心癒されるとい
う新しいタイプのオラクルカード。お家で楽しむデイリーおみ
くじで、さまざまな吉が皆様の毎日を楽しく彩ってくれるでしょ
う。販売価格￥3,456（税込）
『祈りの風』　岩手、宮城、福島3県のまちをイメージして調
香された天然成分のにこだわり、職人が一本一本心を込め
てつくったお香です。自分のために、大切な人を思って、祈り
の火をお灯し下さい。販売価格￥1,284（税込）
その他販売店／（四季みくじ）アシーネ仙台店 、紀伊國屋書店仙台店 、ジュンク
堂仙台本店 、ジュンク堂ロフト店 、八文字屋泉店 、八文字屋セルバ店 、ブック
スみやぎ 、リブロ池袋ほか。（祈りの風）貴石工房Puck BiVi仙台店、藤田喬平
ガラス美術館ミュージアムショップ、伝承千年の宿　佐勘ショップほか。
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　盆踊りの開催を通じて、震災の犠牲
者の鎮魂と供養、そしてコミュニティの
再興を目的とした「やりましょう盆踊り」
プロジェクトが、“仙台七夕”とコラボ
レーション。誰でも自由に参加できま
す。七夕おどりや、宮城県各地の盆踊り
を、櫓を囲んで踊ります。是非、みなさんも浴衣で参加してみませんか。
開催日時／8/6（水）・7（木）・8（金）　18:00～20:30
場所／つなぎ横丁（勾当台公園市民広場南側、杜の都信用金庫本店前）
やりましょう盆踊り実行委員会
公式フェイスブック https://www.facebook.com/yarimashowbonodori
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やりましょう七夕おどり・盆踊り
in 仙台七夕　

7/19（土）グランドオープン
気仙沼『海の市』の『Mermaid Style』　
　

第9回 仙台オクトーバーフェスト2014、9月開催決定！
日専連と提携し、ビールで福島を応援！　

　東日本大震災から3年、宮城はまだ復興の途上に
あります。いま必要なのは明るい未来を信じて一歩ず
つ前進すること。宮城の元気を盛り上げるために、仙
台放送の主催で「みやぎ元気まつり2014」が開催さ
れます。当日は、全国の自慢の味や宮城・仙台の祭り
や舞踊が集結。さらに、宮城・仙台の美味いもの“伊達美味（だてうま）”、素敵
な出会いのある市場“伊達美味マーケット”も会場にやってきます。ご当地
キャラやTVでおなじみのゲストも登場し、食・祭・エンターテイメントで“元気”
をチャージする3日間。ぜひご家族でお出かけください。
日時:8月9日（土）～11日（月）　10時～17時　入場無料
会場: 夢メッセみやぎ
みやぎ元気まつり公式サイト  http://www.ox-tv.co.jp

　今年もまた、あの熱いビール祭りがやってくる。錦町公園を会場に、9/19～
28の開催が決定した。
　また、昨年に引き続き、日専連カードとタイアップした1割増し商品券を8月下
旬より発売。「Fukurumカード」で購入頂ければ、カード利用額の一部が福島
への支援金として役立てられる。その他の日専連カードでも購入は可能。
　　　お祭りの最新情報や、お得な情報は、公式サイトをチェックしよう。

 食・祭・エンターテイメント・・・“ここに来れば、元気になれる”

「みやぎ元気まつり2014」　
タイの魅力にふれる真夏の祭典！美味しい・楽しいが盛り沢山！
両国の活性化、国際交流を願い今年も開催！

東北×タイフェスタ　

（仙台オクトーバーフェスト　公式サイト）
http://www.sendai-oktoberfest.jp/

（1 割増し商品券のお問合せ）
日専連カウンター アエル店／
tel.022-738-8055

みやぎ元気まつり2014
応援団長
村井嘉浩　宮城県知事

　2011年に発生した、東日本大震災とタイ洪水。
予期せぬ自然災害により、双方の観光は大きなダ
メージを受けました。東北×タイフェスタは、両国の
交流人口の早期回復、今後益々の発展を願い、文
化や食の交流を通して、国際交流推進と地域の活
性化を目的に開催されます。
　会場では東北の味覚とタイ料理を、タイのビール
を飲みながら美味しく楽しめます。
日時：8月1日(金)～8月8日(金)　12時～21時
会場：トラストシティプラザ前広場
ＨＰ：http://www.trustcity-s.com/

　魚を楽しもう！をコンセプトに『Mermaid Style（マーメイドスタイル）』は、
地元企業の阿部長商店が仕掛ける新ブランド。復活をとげた気仙沼の観光の
シンボル「海の市」に、地元漁師さんの写真が空間を演出する大人の回転寿
司『気仙沼いちば寿司』や、気仙沼地域の特徴
的な料理が楽しめる『リアスキッチン』、「知る」
「学ぶ」「体感する」がテーマのテイクアウトス
タイルのデリカテッセン『リアスキッチンDELI』
などをオープン。気仙沼ならではの映像を取り
入れた『気仙沼　漁師時計』もあり、魚を楽しめ
る気仙沼へこの夏は遊びに行こう。

仙台オクトーバーフェスト
キャラクター
「ビールおじさん」

私も応援
します
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私たちユーメディアグループは、地域とともに歩んできた企業としての
役目を果たすべく『ともにPROJECT”ACTIONみやぎ”」という地域
復興支援活動を展開しています。

株式会社ユーメディア／株式会社プレスアート／株式会社仙台シティエフエム

v o l u m e

　今年は、これまでに無かった “artanabata”と題した芸術と七夕まつりの
コラボレーション企画と、夜の “ やりましょう七夕おどり・盆踊り in 仙台七夕 ”
イベントが加わり、県外からの観光客はもとより、地元の家族連れも数多く
来場されました。
　“artanabata” では、様々なワークショップに参加する家族連れで賑わい、
“ やりましょう七夕おどり・盆踊り in 仙台七夕 ” では、連日県内被災地の盆
踊りの踊り手を招きながら、やぐらを囲ん
での楽しい踊りの輪が拡がりました。
　これ以外にも、七夕の伝統を学ぶ「七
つ飾り体験」や、定禅寺通りのイルミネー
ション、楽しいステージを楽しみながらの
フードコート「伊達美味エリア」など盛り
だくさんのイベントとなりました。

仙台七夕「おまつり広場」
七夕の伝統や、盛りだくさんの
イベントで仙台情緒を満喫　

　復興大学地域復興支援ワンストップサービ
スは、復興を担っていく人材を育むためのイベ
ントを行っています。「復興未来カフェ」は、現在
東北の発展に尽力している企業人や関係機関
の方々を招いて、参加者と気軽に交流できる場
です。第４回のテーマは「陸前高田の復旧・復興
のこれまでとこれから」。セミナー形式ではなく、
カフェにお茶を飲みに来たようなラフスタイルで、建設土木関係の現場からの
興味深い話が聞けるチャンス。参加は無料です。気軽に来てみませんか！！
日時／2014年9月26日（金）17：00～18：45
会場／復興大学講義室（仙台駅前アエル7Ｆ）
定員／20名程度（先着順・学生優先）
お申込み／onestop-info@fukkou-daigaku.jp
（詳細はこちら　http://fukkou-daigaku.jp/onestop/）
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第4回  復興未来カフェ オープン！
学生の皆さん＆復興に尽力されている方
参加歓迎！　

開催日／ 2014 年 9月19日（金）～28日（日）　
開催時間／ 11:00～21:00（19・24・25・26日は16:00～）
開催場所／錦町公園（仙台市青葉区本町）　
主催／仙台オクトーバーフェストプロジェクト
後援／宮城県、仙台市、ドイツ大使館、仙台日独協会、バイエルン州駐
日代表部、ドイツ観光局　他交通手段／仙台市地下鉄「勾当台公園駅 南
4出口」「広瀬通駅 東 2出口」から歩いて5分程度　
※台風等の荒天時、一時中止する場合があります
お問い合わせ／ 022-714-8324（平日10:00～18:00）
website ／ http://www.sendai-oktoberfest.jp/
Facebook ／ https://www.facebook.com/sendaioktober
twitter ／ @sendaioktober

　来る9/19より、待ちに待った「仙台オクトーバーフェスト」が開催されます。
　今年もまた、仙台・宮城の美味しい料理や食材を広くPRしている「伊達美味
（だてうま）」ブランドとタイアップ。「伊達美味メニュー」を会場でお楽しみ頂け
ます。
　さらに、席を予約したいというご要望にお応えし、大型客席テント内に、予約
可能な「桟敷席」を新設することにしました。荷物置場などを
備えた快適な8人掛けテーブル席で、一段高いお席
から、ステージプログラムをお楽しみ頂けま
す。
　今年もビールの力で、仙
台・宮城を元気にしま
しょう！

今年も「伊達美味」とタイアップして、
仙台オクトーバーフェストがいよいよ開幕！　

Official  Partner

仙台オクトーバーフェスト
キャラクター
「ビールおじさん」

artanabataのワークショップの一コマ

私も応援
します×
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私たちユーメディアグループは、地域とともに歩んできた企業としての
役目を果たすべく『ともにPROJECT”ACTIONみやぎ”」という地域
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株式会社ユーメディア／株式会社プレスアート／株式会社仙台シティエフエム
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　今年の4月からサンモール一番町商店街にて「伊達美味マーケット」が隔週
で開催中。「伊達美味（だてうま）」の名前のとおり仙台・宮城のおいしいもの
が並ぶほか、宮城だけでなく東北各地から人気のお店が集まっています。
　安心・安全でおいしい食品や、見た目も楽しい雑貨など、出店しているお店
は毎回入れ替わるスタイル。出会いや発見を楽しんだり、作り手の方々との会
話も伊達美味マーケットの魅力です。
　ものがあることの豊かさや、丁寧なものづく
りの想いに触れられる「仙台の暮らしを彩るイ
ベント」を目指して、笑顔のあふれる「おいしい
出会い」をこれからも発信していきたいと考え
ています。
　開催日などは公式サイトでご確認ください。
【伊達美味マーケット】
http://www.dateumamarket.jp

東北・宮城のおいしいものや
作り手の笑顔に出会える
伊達美味マーケット　

　仙台ロータリークラブ（会長：藤崎三郎助）では、愛
知県の刈谷ロータリークラブと合同で、石巻市の渡
波小学校に校花であるハマナスの植栽一式と津波
で流出した鐘を寄贈。また、同じく愛知県の国際ロー
タリー第2760地区と合同で、南三陸町の志津川中
学校に、震災により故障したまま校舎上部に放置さ
れている大時計に替わる新たな時計を寄贈する、そ
れぞれのプロジェクトを企画し8月27日に贈呈式が
行われた。これらの活動は、地域の子どもたちの心を
豊かにし住民に癒やしを届けることを目的としてい
る。今後も、様々な形で震災復興のための支援活動
を幅広く行う予定だ。
　仙台ロータリークラブの概要については、ホーム
ページ【URL:http://www.sendai-rc.jp/】を参照
のこと。
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仙台ロータリークラブが
愛知県のロータリークラブと合同で
石巻と南三陸で震災復興支援活動を展開　

　多彩で豊富な食材に恵まれた宮城県。
　県内の地産地消推進店では、旬の県産食
材を活用したオリジナリティあふれる地産
地消メニューを提供しており、キャンペーン
期間中に対象のメニューを食べて応募する
と「プレミアムひとめぼれ みやぎ吟撰米
10kg」か宮城県産品ギフトカタログ「味や
技の旨いもの3,000円コース」が抽選で当たります！ぜひこ
の機会に旬の美味しい県産食材を使ったメニューをご賞味
ください。
　キャンペーン詳細は下記サイトよりご確認ください。
食材王国みやぎキャンペーンサイト
http://www.suisinten-miyagi.com/

　「ほんもの」が集うまち本町では、毎年秋のイベント「Moonlight Marche
（ムーンライト・マルシェ）」を開催しています。
　今年は10月の16日木曜日から18日土曜日までの3日間、『本町
Moonlight Marche 2014（にせんじゅうよん）』を開催。秋の風に揺れるあ
たたかなキャンドルの灯りと、耳をうるおすストリート・ミュージック。それぞれの
お店では秋を感じる演出、この期間だけのメニューやアイテムなどでおもてな
し致します。
　中心部にある本町スクエアでは、本町のお店を紹介する立体カタログ「3D
カタログ」を展示。また日替わりで、シンガー・ソングライターの幹-miki-、仙台
の歌姫こと山田祥子、気仙沼市出身のジャズ・ピアニスト岡本優子が秋の夜に
ふさわしい演奏を聞かせてくれます。
　ほかにもムーンライト・ブースの出店や、ハロ
ウィン・ナイト、フォト・コンテストなどお楽しみも満
載！宵のお散歩がてらぜひ本町へお越しください。

本町Moonlight Marcheが
10月16日から3日間開催

おいしい宮城は元気です！
「食べてもらおう！プレゼントキャンペーン」
10月1日よりスタート！　

「きれいな花が咲きますよう
に！」と願いを込めて植樹する
渡波小学校の生徒たち

志津川中学校の校舎前に設置
された時計は、生徒たちは元よ
り、震災以前のように近隣住民
のコミュニティ形成の役割も果
たしてほしい
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　小中学生が働くことや社会の仕組みを模擬体験することで経済の仕組みを
学ぶ、仙台市教育委員会の学習施設「仙台子ども体験プラザ－Ｅｌｅｍ（エリ
ム）」がＡＥＲ8階にオープン。
　アラビア語で「教育」を意味するElemは、東日本大震災の被災地支援の
一環としてカタール政府が設立した「カタールフレンド基金」から約１億
5,000万円の助成を受けて完成しました。
　お金とは何か、働くとは何か、児童生徒が将来自立し、
しっかりと復興を担う大人になるため、15年後の世界で
「選択」と「意思決定」を育むことができるプログラムです。
　市役所・病院・証券会社・銀行・新聞社・運輸業・飲食店など
の店舗や事務所を模したブースからなる「街」は県内外の
22企業が協力しています。
　仙台市教育局学びの連携推進室が運営し、本年
度は小学校41校・中学校12校が利用する予定で、
2016年度には市内全小中学校の利用を想定。
◎学校の授業の一環として子どもたちが体験する
施設です。一般利用はおこなっておりません。

自主的な選択と意思決定を育む
仙台子ども体験プラザ-Elemオープン　

　今回で9回目となる「仙台オクトーバーフェスト」が、９月２8日に無事終
了いたしました。今年は天候にも恵まれたこともあり、過去最多の来場者数
を記録し、市民のみなさまから愛され、期待されるイベントに成長したことを
実感しています。
　昨年に引続き、WOHO & KALENDAR BANDを招くとともにドイツ大
使館より広報文化部長のローベルト・フォ
ン・リムシャ公使ご臨席のもとオープニング
セレモニーを実施し、仙台とドイツの交流を
図ってまいりました。また、仙台市が推進す
る「伊達美味（だてうま）」ブランドとタイ
アップし、今話題の「仙台マーボー焼そば」
をPRしました。これからも、地域の活性化
を図る“杜の都のビールまつり”として、日独
交流・地産地消・収穫祭（勤労感謝）をコン
セプトに開催してまいります。
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仙台オクトーバーフェスト2014
ご来場ありがとうございました。　

　多彩で豊富な食材に恵まれた宮城県。
　県内の地産地消推進店では、旬の県産
食材を活用したオリジナリティあふれる地
産地消メニューを提供しており、キャン
ペーン期間中に対象のメニューを食べて
応募すると「旬の宮城県産野菜詰め合せ
セット」か宮城県産品ギフトカタログ「味
や技の旨いもの3,000円コース」が抽選
で当たります！ぜひこの機会に旬の美味しい県産食材を使っ
たメニューをご賞味ください。
　キャンペーン詳細は下記サイトよりご確認ください。
食材王国みやぎキャンペーンサイト
http://www.suisinten-miyagi.com/

　今年の４月に、（公財）せんだい男女共同参画財団が広報紙「パンジー」を
創刊しました。タイトルの「パンジー」は3月11日の誕生花のひとつ。復興と男
女共同参画をテーマに被災地で活動する女性のいまを取材し、その活動の
ルーツや苦悩、そして未来への希望を描いています。毎号3名のインタビュー
ページのほか、登場した女性たちを支えるアイテムの紹介、震災のエピソード
を元にした4コマ漫画「パンジー劇場」などを掲載。
　10月には第2号も発売になり、エル・パーク仙台、エル・ソーラ仙台の受付窓
口で、1冊500円で販売しています。売上は
「復興と女性基金事業」に充てられます。
ぜひ一度手に取ってみてください。
【公式Facebookも開設】
HPよりアクセスできます
http://www.sendai-l.jp/

女性たちの想いを手にとり、
寄付につなげよう。
「パンジー」発売中です。

おいしい宮城は元気です！
「食べてもらおう！プレゼントキャンペーン
第二弾」11月15日よりスタート！　

エル

仙台オクトーバーフェスト
http://www.sendai-oktoberfest.jp/

※写真はイメージです。

好評
発売中！
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　ある避難所で子ども達に目を向けたとき、
子ども達から発せられた言葉が「ヒーローに
会いたい！」でした。
　その子ども達の声を私達に届けてくれた
のが、避難所からの1本の電話です。
　「なんとかして子ども達に笑顔になっても
らいたい」と思うその方の気持ちや、子ども
達なりに我慢してきた中での声だと思うと、
私達は動き出さずにはいられませんでした。
　「子ども達が“会いたい”と願うとき、いつ
でも会えるヒーローを作ろう」
　自分たちが自由に動かせるヒーローを生み出して、被災地や避難所の子ど
も達に会いに行くことに決めました。破牙神ライザー龍誕生の瞬間です。
　子ども達の心に大きな傷跡を残していった東日本大震災。
　私たちは、子ども達に身近な【HERO】というキャラクターを触媒にし、「命の
尊さ」「誰かをいたわる心の強さ」「間違いに惑わされない勇気」を感じて欲し

破牙神ライザー龍
誕生のきっかけは、避難所からの声。　

www . t omon i . n e t
東日本大震災復興支援

　多彩で豊富な食材に恵まれた宮城県。
　県内の地産地消推進店では、旬の県産
食材を活用したオリジナリティあふれる地
産地消メニューを提供しており、キャン
ペーン期間中に対象のメニューを食べて
応募すると「旬の宮城県産野菜詰め合せ
セット」か宮城県産品ギフトカタログ「味
や技の旨いもの3,000円コース」が抽選
で合計20名様に当たります！ぜひこの機会に旬の美味しい
県産食材を使ったメニューをご賞味ください。
　キャンペーン詳細は下記サイトよりご確認ください。
食材王国みやぎキャンペーンサイト
http://www.suisinten-miyagi.com/

　毎年200万人以上の方が訪れる「SENDAI光のページェント」。サッポロ
ホールディングス(株)は、仙台をはじめ被災された東北全体の復興を願い、今
年もLED電球４万球相当の寄付を行うほか、光のページェント会場隣接の勾当
台公園内に(株)サッポロライオンが展開する「YEBISU BAR（ヱビスバー）」
を期間限定出店します。スタンディング形式で大人が寛げる空間を提供するこ
とに加え、東北の復興を応援するため、東北の食材を使用したオリジナルメ
ニューも一部ご用意します。５種類のヱビスビールの他、ビアカクテルなど飲み
やすいドリンクも豊富にご用意しております。
■2014SENDAI光のページェント
　「YEBISU BAR」
　所在地：仙台市青葉区勾当台公園内
　　　　大型特設テント
　通常営業：2014年12月12日（金）～27日（土）
　営業時間：16:00～22:00
　　〈12月6日（土）・7日（日）・9日（火）・10日（水）は前夜祭営業をいたします
　　　　　が、光のページェントは点灯しておりません〉
　　　　　※上記の営業予定は天候等により変更になる場合がございます。

「YEBISU BAR」で
光のページェントを支援！

おいしい宮城は元気です！
「食べてもらおう！プレゼントキャンペーン
第二弾」開催中！！　

特定非営利活動法人 HERO／RYU PROJECT
〒981-3133　仙台市泉区泉中央1丁目40-4
TEL.022-372-4397　FAX.022-372-9094
E-MAIL　info@ryuproject.com
http://ryuproject.com/

※写真はイメージです。

いと願い、2011年4月にRYU PROJECT
を立ち上げ、2011年10月より特定非営利活
動法人HEROへと移行しました。

　2011年10月より、私達は、子ども達の“笑
顔”を取り戻し“勇気”を届ける事を目的に「幼
稚園」や「保育園」「被災地域」に、無償で
キャラクターショーをお届けしています。
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